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本
稿
で
は
、
二
〇
二
二
年
九
月
に
イ
タ
リ
ア･

フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
で
開
催
さ
れ
た
カ
ラ
ー

写
真
の
保
存
に
関
す
る
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
で
の
報
告（

１
）を

基
に
、
写
真
油
絵
の
復
元
的
研
究

に
つ
い
て
紹
介
す
る
。
写
真
油
絵
と
通
称
さ
れ
る
油
絵
具
で
彩
色
さ
れ
た
写
真
に
は
、
ガ

ラ
ス
板
製
と
紙
製
の
二
種
類
が
あ
る
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
違
い
や
定
義
は
曖

昧
な
ま
ま
で
あ
る
。
ま
た
、
は
た
し
て
実
際
に
ど
の
様
に
し
て
制
作
さ
れ
た
の
か
、
そ
の

技
法
も
謎
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
も
本
誌
に
お
い
て
制
作
途
中
と
考
え
ら
れ
る
ガ
ラ

ス
板
上
の
鶏
卵
紙
写
真
な
ど
を
紹
介（

２
）し

て
き
た
が
、
よ
り
深
く
正
し
く
理
解
す
る
た
め
、

新
た
に
紙
製
の
写
真
油
絵
の
技
法
再
現
に
つ
い
て
取
り
組
ん
だ
。
現
在
で
は
失
わ
れ
て
い

る
写
真
油
絵
の
制
作
技
術
を
通
し
て
得
ら
れ
た
様
々
な
知
見
か
ら
、
約
一
四
〇
年
が
過
ぎ

劣
化
が
進
ん
で
い
る
写
真
油
絵
の
修
理
や
保
存
方
法
の
方
策
、
ま
た
写
真
油
絵
を
再
び
制

作
可
能
な
古
典
技
法
と
し
て
確
立
さ
せ
て
復
元
す
る
道
筋
を
示
し
た
い
。

　
　

一　

写
真
油
絵
の
技
法
習
得
か
ら
終
焉

本
邦
に
お
い
て
、
写
真
油
絵
の
研
究
を
は
じ
め
た
の
は
横
山
松
三
郎
と
鈴
木
真
一
（
二

代
目
）
の
二
人
で
あ
っ
た（

３
）。

一
八
八
二
年
（
明
治
一
五
）
三
月
八
日
に
写
真
油
絵
技
術
の

習
得
経
緯
に
関
す
る
記
事
を
掲
載
し
た
『
函
館
新
聞
』
に
よ
る
と
、
一
八
七
九
年
（
明
治

一
二
）
に
渡
米
し
た
鈴
木
真
一
が
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
で
入
手
し
て
持
ち
帰
っ
た
写
真

油
画
を
参
考
に
し
て
、
横
山
松
三
郎
が
試
行
を
繰
り
返
し
、
一
八
八
二
年
二
月
に
写
真
油

絵
を
完
成
さ
せ
た
と
あ
る
。
後
年
の
箱
書
き
に
明
治
一
五
年
四
月
と
あ
る
当
時
函
館
新
聞

の
社
長
で
あ
っ
た
伊
藤
鋳
之
助
を
被
写
体
に
し
た
、
横
山
松
三
郎
製
と
、
鈴
木
真
一
製
の

最
初
期
の
写
真
油
絵
（
函
館
市
中
央
図
書
館
所
蔵
）
二
枚
は
、
ガ
ラ
ス
板
製（

４
）で

あ
る
。
こ

の
ガ
ラ
ス
板
製
の
写
真
油
絵
か
ら
類
推
す
る
と
、
鈴
木
真
一
が
持
ち
帰
っ
た
と
さ
れ
る
写

真
油
画
と
は
、
一
八
八
〇
年
代
か
ら
一
九
一
〇
年
代
に
西
洋
で
人
気
の
あ
っ
た
ガ
ラ
ス
板

製
の
着
色
写
真
技
法
ク
リ
ス
ト
レ
ウ
ム
（crystoleum （

５
））

か
、
そ
の
派
生
版
を
模
倣
し
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

一
方
で
、
現
存
す
る
横
山
松
三
郎
ら
の
写
真
油
絵
に
は
、
ガ
ラ
ス
板
製
だ
け
で
な
く
紙

製
の
写
真
油
絵
（
巻
頭
図
版
）
が
あ
る
。
お
そ
ら
く
ガ
ラ
ス
板
製
の
写
真
油
絵
の
習
得
に

留
ま
ら
ず
研
究
を
続
け
発
展
さ
せ
る
な
か
で
、
さ
ら
に
独
創
的
な
写
真
技
法
と
い
え
る
紙

製
の
写
真
油
絵
を
発
明
す
る
に
至
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
現
存
す
る
紙
製
の
写
真

油
絵
に
は
、
経
年
に
よ
る
反
り
（
巻
頭
図
版
左
右
部
分
）
や
画
像
に
亀
裂
や
剥
落
（
巻
頭

図
版
右
上
部
）
の
劣
化
が
生
じ
て
い
る
も
の
が
比
較
的
多
い
こ
と
が
特
徴
と
し
て
あ
る
。

ガ
ラ
ス
板
製
と
紙
製
の
写
真
油
絵
技
法
は
、
横
山
松
三
郎
か
ら
弟
子
の
宮
下
欽
や
小
豆

澤
亮
一
、
後
に
小
豆
澤
と
写
真
油
絵
の
特
許
権
を
争
う
こ
と
に
な
る
亀
井
至
一
、
ま
た
共

同
開
発
者
鈴
木
真
一
と
そ
の
弟
子
の
金
井
弥
一
ら
、
当
時
徒
弟
制
度
下
に
あ
っ
た
写
真
館

の
関
係
者
に
限
ら
れ
て
継
承
さ
れ
た
。
一
八
八
四
年
（
明
治
一
七
）
一
〇
月
一
五
日
に
横

山
松
三
郎
が
亡
く
な
り
、
翌
一
八
八
五
年
（
明
治
一
八
）
七
月
一
日
に
専
売
特
許
条
例
が

施
行
さ
れ
る
と
、
八
日
後
の
七
月
九
日
に
は
早
く
も
小
豆
澤
亮
一
が
「
写
真
絵
乃
石
版
画

ノ
着
色
法
」
と
し
て
写
真
油
絵
制
作
技
法
に
関
す
る
特
許
を
出
願
し
、
同
年
一
〇
月
七
日

に
は
特
許
第
三
一
号
と
し
て
専
売
特
許
を
取
得
し
て
い
る（

６
）。

し
か
し
、
特
許
取
得
か
ら
僅
か
五
年
後
の
一
八
九
〇
年
（
明
治
二
三
）
に
小
豆
澤
亮
一

が
亡
く
な
っ
た
こ
と
、
こ
の
間
に
同
門
の
亀
井
至
一
と
特
許
を
巡
る
審
判
が
あ
っ
た
こ

と
、
く
わ
え
て
大
変
に
手
間
の
掛
か
る
技
法
で
あ
り
、
値
段
も
高
額
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど

が
影
響
し
て
か
、
ガ
ラ
ス
板
製
と
紙
製
の
写
真
油
絵
は
と
も
に
一
般
に
は
普
及
せ
ず
、
短

期
間
の
う
ち
に
終
焉
を
迎
え
た
技
法
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
そ
の
た
め
充
分
に
は
解
明

さ
れ
て
お
ら
ず
、
失
わ
れ
た
幻
の
技
法
と
な
っ
て
い
る
。

　
　

二　

小
豆
澤
亮
一
に
よ
る
二
種
類
の
写
真
油
絵
の
特
許

１
「
前
文
」
と
「
第
一
種
硝
子
板
ニ
製
ス
ル
」
に
つ
い
て

写
真
油
絵
の
制
作
工
程
を
知
る
た
め
の
最
大
の
手
掛
か
り
は
、
今
の
と
こ
ろ
小
豆
澤
亮

史
料
紹
介
と
研
究

谷
　
昭 

佳

失
わ
れ
た
技
法
「
写
真
油
絵
」
の
復
元
的
研
究

　
―
紙
盤
ニ
製
ス
ル
法
の
再
現
―
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一
が
出
願
し
た
特
許
の
文
面
と
な
る
。
冒
頭
に
「
写
真
絵
乃
石
版
画
ノ
着
色
法
」
と
題
さ

れ
た
明
細
書
に
は
、
写
真
プ
リ
ン
ト
や
石
版
画
の
画
像
面
の
裏
面
か
ら
着
色
す
る
方
法
が

記
載
さ
れ
て
お
り
、
第
一
種
と
し
て
ガ
ラ
ス
板
製
の
写
真
油
絵
、
第
二
種
と
し
て
紙
盤
製

の
写
真
油
絵
の
製
法
が
説
明
さ
れ
て
い
る
。

先
ず
特
許
前
文
と
第
一
種
ガ
ラ
ス
板
製
法
に
つ
い
て
、
以
下
に
全
文
を
転
記
す
る
。

　

特
許
第
三
一
号　
　
　
　
　

第
七
十
五
類　
　
　

出
願　

明
治
十
八
年
七
月
九
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

特
許　

明
治
十
八
年
十
月
七
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

特
許
年
限　

十
五
年

　
　
　
（
明
治
三
十
三
年
十
月
六
日
年　
　
　

 

東
京
府
牛
込
区
東
五
軒
町
十
一
番
地

　
　
　

 

限
満
了
ニ
依
リ
特
許
権
消
滅
）　　
　
　
　

特
許
権
者　

小 

豆 

澤 

亮 

一

　
　
　
　
　
　
　
　
　

明
細
書

　
　
　
　
　
　
　

写
真
絵
乃
石
版
画
ノ
着
色
法

　

�

此
発
明
ハ
写
真
絵
若
ク
ハ
石
版
画
ニ
油
絵
具
ヲ
施
シ
以
テ
油
絵
ノ
如
キ
美
観
ヲ
呈
セ

シ
ム
ル
新
奇
有
益
ノ
方
法
ナ
リ
之
レ
ヲ
左
ニ
明
解
ス

　

�

此
方
法
ハ
通
常
ノ
如
ク
画
ノ
表
面
ニ
着
色
ス
ル
ニ
ア
ラ
ス
其
裏
面
ヨ
リ
着
色
ス
ル
モ

ノ
ニ
シ
テ
変
色
ノ
憂
ヒ
ナ
キ
ト
物
色
ノ
真
ニ
迫
ル
ノ
状
ト
ハ
殆
ン
ト
良
好
ノ
油
絵
ニ

異
ナ
ル
コ
ト
ナ
シ
而
シ
テ
此
方
法
ヲ
施
ス
ニ
ハ
硝
子
板
ト
紙
盤
ト
ノ
二
種
ア
リ

　

�

第
一
種
硝
子
板
ニ
製
ス
ル
ニ
ハ
先
ツ
硝
子
板
ヲ
「
ア
ル
コ
ホ
ー
ル
」
ニ
テ
洗
浄
シ
之

ニ
写
真
絵
又
ハ
石
版
画
ヲ
膠
ニ
テ
貼
附
シ
乾
キ
タ
ル
後
其
絵
画
ノ
裏
面
ヲ
指
頭
ニ
テ

摺
取
リ
画
ノ
薄
膜
ノ
ミ
ヲ
残
シ
之
ニ
的
列
並
油
ニ
萆
麻
子
油
少
許
ヲ
加
ヘ
タ
ル
モ
ノ

ヲ
塗
リ
一
昼
夜
ヲ
経
タ
ル
後
チ
布
片
ヲ
以
テ
能
ク
油
気
ヲ
拭
去
リ
而
シ
テ
油
絵
具
ヲ

裏
面
ヨ
リ
施
シ
能
ク
乾
キ
タ
ル
上
へ
仮
漆
ヲ
塗
抹
シ
テ
製
法
全
ク
卒
ル

ガ
ラ
ス
板
の
写
真
油
絵
の
製
法
を
要
約
す
る
と
、
次
の
よ
う
な
手
順
と
な
る
。

①�

ガ
ラ
ス
板
を
ア
ル
コ
ー
ル
で
洗
浄
し
た
後
、
お
そ
ら
く
こ
の
時
点
で
は
写
真
技
法
と

し
て
は
鶏
卵
紙
プ
リ
ン
ト
（album

en print

）、
ま
た
印
刷
技
法
と
し
て
は
石
版
画

（lithograph

）
の
画
像
面
を
直
接
ガ
ラ
ス
に
膠
に
よ
っ
て
貼
り
付
け
る
。

②
乾
燥
後
に
画
像
裏
面
を
指
先
で
擦
っ
て
取
り
除
き
、
画
像
の
薄
い
膜
の
み
を
残
す
。

③�

的
列
並
油
（turpentine oil

）
に
萆
麻
子
油
（castor oil

）
を
少
し
加
え
た
溶
液
を

露
出
さ
せ
た
画
像
膜
に
直
接
塗
り
、
一
昼
夜
乾
燥
さ
せ
て
油
絵
具
に
よ
る
彩
色
の
下

地
を
つ
く
る
。

④
布
片
で
よ
く
油
分
を
拭
き
去
っ
た
後
、
油
絵
具
を
用
い
て
裏
面
よ
り
着
色
す
る
。

⑤�

よ
く
乾
か
し
た
後
、
彩
色
し
た
裏
面
上
に
ワ
ニ
ス
（varnish

）
を
塗
る
。
乾
燥
し

た
後
、
反
転
さ
せ
て
ガ
ラ
ス
面
か
ら
直
接
鑑
賞
す
る
こ
と
で
完
成
と
な
る
。

つ
ま
り
、
ガ
ラ
ス
板
に
貼
っ
た
鶏
卵
紙
プ
リ
ン
ト
の
裏
側
か
ら
、
支
持
体
で
あ
る
紙
を

擦
り
と
り
、
画
像
層
だ
け
を
薄
く
残
し
、
そ
の
画
像
層
の
裏
側
か
ら
油
絵
具
で
着
色
す
る

も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ら
の
工
程
は
、
ガ
ラ
ス
板
に
貼
っ
た
鶏
卵
紙
の
画
像
層
を
露
出

（
裏
か
ら
サ
ン
ド
ペ
ー
パ
ー
で
擦
り
支
持
体
の
紙
を
除
去
）
さ
せ
て
油
と
ワ
ニ
ス
で
濾
過

し
た
後
、
油
絵
具
で
裏
側
の
画
像
面
を
全
体
的
に
直
接
着
色
し
て
画
像
に
陰
影
効
果
を
与

え
る
、
ク
リ
ソ
ロ
タ
イ
プ（

７
）（chrysolotype

）
の
技
法
に
近
い
と
い
え
よ
う
。
よ
り
複
雑

な
ク
リ
ス
ト
レ
ウ
ム
で
あ
れ
ば
、
ガ
ラ
ス
板
に
貼
ら
れ
た
露
出
し
た
鶏
卵
紙
の
画
像
層
に

細
部
の
み
を
彩
色
し
た
後
、
そ
の
上
に
別
の
カ
バ
ー
ガ
ラ
ス
を
重
ね
る
（
二
枚
の
ガ
ラ
ス

間
に
少
し
隙
間
を
空
け
る
こ
と
で
、
ニ
ュ
ー
ト
ン
リ
ン
グ
の
発
生
を
防
ぐ
効
果
も
あ
る
）。

そ
し
て
カ
バ
ー
ガ
ラ
ス
の
背
後
に
彩
色
し
た
背
景
紙
を
組
み
合
わ
せ
透
か
し
見
せ
る
こ
と

で
（
カ
バ
ー
ガ
ラ
ス
裏
面
に
直
接
背
景
を
着
色
す
る
場
合
も
あ
る
）、
写
真
画
像
の
も
つ

精
細
で
シ
ャ
ー
プ
な
画
像
を
失
う
こ
と
な
く
表
現
す
る
技
法
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
小
豆

澤
亮
一
が
特
許
に
記
し
た
ガ
ラ
ス
板
の
写
真
油
絵
は
、
一
枚
の
ガ
ラ
ス
に
貼
ら
れ
た
画
像

の
裏
を
直
接
全
体
的
に
彩
色
す
る
比
較
的
簡
単
な
構
造
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ク
リ

ス
ト
レ
ウ
ム
で
は
な
く
、
ク
リ
ソ
ロ
タ
イ
プ
と
同
様
で
あ
っ
た
と
し
て
無
理
が
な
い
。

２
「
第
ニ
種
紙
盤
ニ
製
ス
ル
」
と
「
発
明
ノ
専
売
特
許
ヲ
請
求
ス
ル
区
域
」
に
つ
い
て

特
許
後
半
に
あ
る
第
二
種
の
紙
盤
の
写
真
油
絵
製
法
は
、
西
洋
か
ら
移
入
し
た
油
絵
と

写
真
の
技
術
の
組
み
合
わ
せ
だ
け
に
留
ま
ら
ず
、
東
ア
ジ
ア
の
書
蹟
や
絵
画
な
ど
の
伝
統

的
な
装
丁
技
術
（
鑑
賞
と
保
存
を
目
的
と
し
た
仕
立
て
）
と
、
組
成
の
異
な
る
和
紙
の
特

性
を
巧
み
に
用
い
る
写
真
技
法
と
な
っ
て
い
る
。
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①　硝子板ヲ「アルコホール」ニテ洗ヒ（原文、以下同じ）
　　アルコールでガラス板を洗浄（意訳、以下同じ）

⑤　以テ其上ヲ塗擦シ
　　隔紙となる雁皮紙の上に蝋を塗布

②　之ニ蒸留水ニ少量ノ生姜汁ヲ混シタルモノヲ以テ
　　蒸留水に少量の生姜汁を混ぜる

⑥　又写真若クハ石版画ノ表面ヲモ之レニテ塗擦シタル
　　写真や石版画の表面に蝋を塗布

③　雁皮紙ノ如ク薄クシテ且ツ透明ナル紙ヲ貼附シ
　　透き通った雁皮紙を生姜水溶液でガラス板上に貼る

⑦　後水ニテ右ノ隔紙ノ上ニ貼附シ
　　写真の画像面と雁皮紙を水で湿らせて貼り合わせる

④　絹布片ニテ包ミタル水蝋膏ヲ
　　�イボタロウ貝殻虫が分泌した蝋を雁皮紙と写真の画

像層に塗る

⑧　�其離ルヽヲ防ク為メ更ラニ幅狭キ紙ヲ糊ニテ縁ニ貼附シ
　　澱粉糊を塗布した紙片で写真の紙片を固定する
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⑨　乾キタル後チ繪ノ裏面ヲ摺取リ
　　指先で写真裏側の紙を擦り取り画像層を残す

⑬　之ニ油ヲ塗ルコト前法ノ如クシ

⑩　【前法】指頭ニテ摺取リ⑭　而シテ凡ソ五日ヲ経テ油ヲ拭ヒ取リ
　　おおよそ 5 日間の自然乾燥後に油分を拭き取る

⑪　【前法】画ノ薄膜ノミヲ残シ⑮　裏面ヨリ
　　�〔輪郭から彩色〕通常の彩色手順とは逆に最後の仕

上げ部分から塗る

⑫　�【前法】之ニ的列並油ニ萆麻子油少許ヲ加ヘタルモノヲ塗リ
　　ターペンタインにヒマシ油を少量混ぜた油性の溶液を塗る

⑯　油絵具ヲ以テ着色シ
　　�〔顔部分彩色〕輪郭やハイライトなど強調したいと

ころを加筆
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以
下
に
、
第
二
種
紙
盤
製
法
と
、
そ
れ
に
続
く
専
売
特
許
ヲ
請
求
ス
ル
区
域
の
全
文
を

工
程
別
に
記
す
。
続
け
て
、
実
際
に
特
許
に
基
づ
き
再
現
し
た
制
作
手
順
を
記
録
し
た
動

画
か
ら
切
り
出
し
た
画
像
番
号
、
僅
か
六
行
の
記
述
の
行
間
を
読
ん
だ
特
許
意
訳
、
制
作

を
試
み
た
こ
と
で
得
ら
れ
た
知
見
を
解
説
と
し
て
〔　

〕
内
に
記
す
。

　

第
二
種
紙
盤
ニ
製
ス
ル
法
ハ
硝
子
板
ヲ
「
ア
ル
コ
ホ
ー
ル
」
ニ
テ
洗
ヒ
〈
画
像
①
〉

　
　
〔
ガ
ラ
ス
板
を
研
磨
す
る
の
で
は
な
く
、
ア
ル
コ
ー
ル
を
用
い
て
洗
浄
す
る
。〕

　

之
ニ
蒸
留
水
ニ
少
量
ノ
生
姜
汁
ヲ
混
シ
タ
ル
モ
ノ
ヲ
以
テ
〈
画
像
②
〉

　
　

�〔
最
終
的
に
は
剥
ぎ
と
る
こ
と
を
前
提
に
し
て
、
薄
く
て
透
明
な
紙
を
非
浸
透
性

の
ガ
ラ
ス
板
に
水
張
り
す
る
た
め
、
小
さ
く
て
膨
潤
や
糊
化
し
に
く
い
デ
ン
プ
ン

が
含
ま
れ
て
い
る
生
姜
汁（

８
）を

弱
い
接
着
材
と
し
て
利
用
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
そ
の
他
に
殺
菌
抗
菌
効
果
や
pH
値
調
整
な
ど
も
想
像
さ
れ
る
が
、
生
姜
汁
の

利
用
目
的
は
現
時
点
で
は
明
確
で
は
な
い
。
前
述
の
第
一
種
ガ
ラ
ス
板
製
の
写
真

油
絵
で
は
、
一
度
貼
っ
た
ガ
ラ
ス
か
ら
再
度
画
像
面
を
剥
が
す
こ
と
は
想
定
さ
れ

て
い
な
い
た
め
、
よ
り
接
着
力
の
強
い
膠
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
同
様
に
、
日
本

で
装
丁
さ
れ
た
初
期
の
フ
ェ
リ
ー
チ
ェ
・
ベ
ア
ト
の
写
真
ア
ル
バ
ム
に
は
、
鶏
卵

紙
プ
リ
ン
ト
の
台
紙
へ
の
貼
り
付
け
に
膠
が
使
わ
れ
て
い
る
例
も
あ
る
。〕

　

雁
皮
紙
ノ
如
ク
薄
ク
シ
テ
且
ツ
透
明
ナ
ル
紙
ヲ
貼
附
シ
〈
画
像
③
〉

　
　

�〔
後
の
彩
色
作
業
中
に
、
彩
色
の
状
態
を
ガ
ラ
ス
面
か
ら
透
か
し
て
確
認
で
き
る
程

度
に
、
薄
く
透
明
な
雁
皮
紙
の
様
な
紙
を
用
意
す
る
。
装
潢
（
表
具
）
師
ら
は
、

雁
皮
紙
（
繊
維
が
半
透
明
で
細
く
て
短
い
和
紙
）
を
刷
毛
や
指
で
擦
る
こ
と
で
自

在
に
厚
み
を
調
整
出
来
る
が
、
こ
こ
で
薄
く
し
す
ぎ
る
と
仕
上
げ
の
段
階
で
画
像

層
の
上
に
繊
維
の
残
片
が
残
り
易
く
な
る
。
よ
っ
て
、
透
明
度
と
強
度
の
バ
ラ
ン

ス
を
保
っ
た
適
度
な
薄
さ
の
紙
を
準
備
し
、
前
項
で
用
意
し
た
生
姜
汁
を
混
ぜ
た

蒸
留
水
で
ガ
ラ
ス
板
に
皺
無
く
伸
ば
し
て
貼
り
付
け
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。〕

　

�

絹
布
片
ニ
テ
包
ミ
タ
ル
水
蝋
膏
ヲ
以
テ
其
上
ヲ
塗
擦
シ
又
写
真
若
ク
ハ
石
版
画
ノ
表

面
ヲ
モ
之
レ
ニ
テ
塗
擦
シ
タ
ル
〈
画
像
④ 

⑤ 

⑥
〉

　
　

�〔
イ
ボ
タ
ロ
ウ
貝
殻
虫
の
分
泌
物
に
よ
る
蝋
を
絹
布
の
織
り
目
を
通
し
て
細
か
い

粒
状
に
し
、
ガ
ラ
ス
板
に
貼
っ
た
雁
皮
紙
と
鶏
卵
紙
プ
リ
ン
ト
の
表
面
に
擦
り
込

ん
で
凹
凸
を
埋
め
る
。
蝋
（
ワ
ッ
ク
ス
）
を
塗
り
込
む
こ
と
に
よ
り
、
耐
水
性
と

耐
油
性
を
あ
げ
る
こ
と
、
鶏
卵
紙
の
画
像
層
と
雁
皮
紙
の
間
に
界
面
が
で
き
る
こ

と
で
、
最
終
的
に
両
紙
間
が
綺
麗
に
剥
が
れ
易
く
な
る
こ
と
、
ま
た
鶏
卵
紙
と
雁

皮
紙
の
両
方
の
透
明
度
が
増
す
な
ど
の
効
果
が
考
え
ら
れ
る
。〕

　

�

後
水
ニ
テ
右
ノ
隔
紙
ノ
上
ニ
貼
附
シ
其
離
ル
ヽ
ヲ
防
ク
為
メ
更
ラ
ニ
幅
狭
キ
紙
ヲ
糊

ニ
テ
縁
ニ
貼
附
シ
〈
画
像
⑦ 

⑧
〉

　
　

�〔
ガ
ラ
ス
板
に
貼
っ
て
あ
る
隔
紙
（
雁
皮
紙
）
の
上
に
、
鶏
卵
紙
プ
リ
ン
ト
の
画

像
面
を
合
わ
せ
て
水
張
り
す
る
。
隔
紙
と
画
像
面
に
蝋
を
塗
り
込
ん
で
い
る
た
め

に
耐
水
性
が
上
が
っ
て
お
り
、
通
常
の
水
張
り
よ
り
接
着
度
が
弱
い
。
そ
の
た
め

乾
く
と
剥
が
れ
易
い
た
め
、
鶏
卵
紙
プ
リ
ン
ト
の
四
辺
に
短
冊
状
の
和
紙
を
デ
ン

プ
ン
糊
で
貼
り
付
け
て
浮
き
上
が
り
を
防
止
す
る
。〕

　

乾
キ
タ
ル
後
チ
繪
ノ
裏
面
ヲ
摺
取
リ
之
ニ
油
ヲ
塗
ル
コ
ト
前
法
ノ
如
ク
シ

　

�【
前
法
】
指
頭
ニ
テ
摺
取
リ
画
ノ
薄
膜
ノ
ミ
ヲ
残
シ
之
ニ
的
列
並
油
ニ
萆
麻
子
油
少

許
ヲ
加
ヘ
タ
ル
モ
ノ
ヲ
塗
リ
〈
画
像
⑨ 

⑩ 

⑪ 

⑫ 

⑬
〉

　
　

�〔
鶏
卵
紙
プ
リ
ン
ト
裏
側
か
ら
、
画
像
層
の
支
持
体
と
な
っ
て
い
る
洋
紙
（
麻
八

五
％
と
コ
ッ
ト
ン
一
五
％
の
混
合
再
生
紙
な
ど
）
を
指
先
で
擦
り
取
っ
て
い
く
。

和
紙
よ
り
繊
維
が
短
い
た
め
少
し
ず
つ
解
し
な
が
ら
取
り
除
く
。
徐
々
に
画
像
層

が
露
呈
す
る
が
、
画
像
の
持
つ
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
失
わ
れ
な
い
程
度
で
留
め
て
お

く
。
削
り
過
ぎ
る
と
写
真
の
鮮
鋭
度
も
失
わ
れ
る
。
試
行
で
用
い
た
鶏
卵
紙
プ
リ

ン
ト
は
、
経
年
劣
化
に
よ
り
本
来
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
や
色
調
は
失
わ
れ
て
い
た
。

そ
の
た
め
削
り
過
ぎ
る
と
鮮
鋭
度
の
低
下
が
よ
り
顕
著
に
な
っ
た
。
次
に
揮
発
性

の
タ
ー
ペ
ン
タ
イ
ン
（
的
列
並
油
）
に
、
粘
度
の
あ
る
ヒ
マ
シ
油
（
萆
麻
子
油
）

を
混
ぜ
た
油
液
（
具
体
的
な
配
分
量
は
特
許
に
は
示
さ
れ
て
い
な
い
）
を
塗
布
し

て
、
油
絵
具
に
よ
る
彩
色
の
下
地
を
つ
く
り
整
え
る（

９
）。〕

　

而
シ
テ
凡
ソ
五
日
ヲ
経
テ
油
ヲ
拭
ヒ
取
リ
〈
画
像
⑭
〉

　
　

�〔
露
出
し
て
い
る
鶏
卵
紙
画
像
層
上
に
残
っ
て
い
る
油
気
を
拭
き
取
る
。
前
述
の

第
一
種
硝
子
板
製
の
写
真
油
絵
よ
り
乾
燥
期
間
が
長
い
の
は
、
画
像
層
の
下
に
薄

い
隔
紙
が
あ
る
こ
と
が
影
響
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
よ
っ
て
、
蝋
の
塗
布
に
よ
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り
耐
油
性
を
上
げ
る
先
の
工
程
が
重
要
と
な
る
。〕

　

裏
面
ヨ
リ
油
絵
具
ヲ
以
テ
着
色
シ
卒
リ
テ
〈
画
像
⑮ 

⑯ 

⑰
〉

　
　

�〔
通
常
の
絵
画
の
描
き
順
と
は
逆
に
、
先
に
輪
郭
、
ハ
イ
ラ
イ
ト
部
や
シ
ャ
ド
ー

部
、
人
物
の
目
や
着
物
の
柄
な
ど
、
本
来
は
仕
上
げ
の
段
階
で
彩
色
す
る
部
分
か

ら
先
に
着
色
す
る
。
そ
し
て
最
後
に
、
背
景
を
全
面
的
に
塗
っ
て
い
く
。〕

　

天
狗
上
紙
ヲ
貼
リ
能
ク
附
着
セ
シ
メ
〈
画
像
⑱ 

⑲
〉

　
　

�〔
強
度
と
し
な
や
か
さ
を
併
せ
持
つ
薄
い
楮
紙
（
太
く
て
長
い
繊
維
）
の
一
種
で
あ

る
天
狗
上
紙
（
別
名
：
典
具
帖
紙
）
を
油
彩
面
が
乾
く
前
の
粘
着
性
が
あ
る
う
ち

に
、
打
刷
毛
（
刷
毛
で
叩
い
て
凹
凸
に
沿
わ
せ
圧
着
さ
せ
る
）
に
よ
っ
て
貼
り
合

わ
せ
る
。
こ
れ
は
日
本
の
装
丁
で
は
肌
裏
紙
に
相
当
す
る
伝
統
的
な
表
具
技
術
。〕

　

絵
具
ノ
略
ホ
乾
ク
ニ
至
リ
仮
漆
ヲ
塗
抹
シ
〈
画
像
⑳
〉

　
　

�〔
油
彩
面
が
ほ
ぼ
乾
い
た
時
点
で
、
天
狗
上
紙
の
上
に
ワ
ニ
ス
を
塗
布
し
て
薄
膜

を
つ
く
り
、
耐
水
性
や
平
面
性
を
向
上
さ
せ
る
。〕

　

鳥
ノ
子
其
他
ノ
紙
若
ク
ハ
綿
布
等
ヲ
以
テ
裏
打
ヲ
ナ
シ
〈
画
像
㉑
〉

　
　

‌�〔
特
許
に
は
鳥
の
子
紙
か
綿
布
で
の
裏
打
ち
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
現
存
す
る
写

真
油
絵
に
は
、
ガ
ラ
ス
板
製
と
紙
製
を
問
わ
ず
背
景
に
は
黒
紙
を
用
い
て
シ
ャ
ド

ー
部
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
を
高
く
し
て
い
る
も
の
が
多
い
。
ま
た
均
一
で
細
い
繊
維

の
鳥
の
子
紙
に
は
、
背
後
の
化
粧
紙
と
し
て
の
役
割
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
試

行
で
は
墨
で
黒
く
染
め
た
鳥
の
子
紙
を
デ
ン
プ
ン
糊
で
貼
り
付
け
裏
打
ち
し
た
。〕

　

乾
キ
タ
ル
後
チ
四
縁
ヲ
断
去
テ
製
法
全
ク
卒
ル
〈
画
像
㉒ 

㉓ 

㉔
〉

　
　

�〔
完
全
に
乾
い
た
後
、
四
辺
の
短
冊
縁
を
切
り
、
最
初
に
ガ
ラ
ス
板
上
に
貼
り
付

け
た
薄
く
て
透
明
な
隔
紙
（
雁
皮
紙
）
と
画
像
層
の
間
を
捲
り
剥
が
す
。
画
像
層

の
上
に
附
着
し
て
残
っ
た
隔
紙
繊
維
を
丹
念
に
取
り
除
く
こ
と
に
よ
り
、
繊
維
伸

縮
の
影
響
に
よ
る
画
像
層
の
ひ
び
割
れ
や
波
打
ち
を
防
ぐ
。〕

　

此
発
明
ノ
専
売
特
許
ヲ
請
求
ス
ル
区
域
ハ
左
ノ
二
条
ト
ス

　

�

第
一　

前
記
ス
ル
如
ク
写
真
絵
又
ハ
石
版
画
ニ
油
絵
具
ヲ
施
ス
ニ
先
チ
指
頭
ニ
テ
其

裏
面
ヲ
摺
取
ル
方
法
是
ナ
リ

　

�

第
二　

前
記
ス
ル
如
ク
紙
盤
製
ノ
場
合
ニ
於
テ
硝
子
板
ト
写
真
絵
又
ハ
石
版
画
ト
ノ

間
ニ
隔
紙
ヲ
入
ル
ゝ
ノ
方
法
是
ナ
リ

明
細
書
の
最
後
に
は
、
二
つ
の
発
明
を
専
売
特
許
と
し
て
請
求
す
る
こ
と
が
記
さ
れ
て

い
る
。
一
つ
目
は
、
指
で
写
真
プ
リ
ン
ト
や
石
版
画
の
裏
面
を
擦
り
取
る
こ
と
で
あ
る
。

指
先
で
支
持
体
を
擦
り
取
る
方
法
は
、
紙
を
自
在
に
扱
う
日
本
の
装
潢
（
表
具
）
師
に
と

っ
て
は
、
既
知
の
手
業
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
最
終
的
に
、
一
つ
目
の
特
許
は
亀
井

至
一
と
の
係
争
に
よ
っ
て
無
効
と
な
っ
て
い
る
。

二
つ
目
は
、
紙
盤
の
写
真
油
絵
を
制
作
す
る
過
程
に
お
い
て
、
ガ
ラ
ス
板
と
画
像
面
と

の
間
に
隔
紙
を
入
れ
る
手
法
で
あ
る
。
隔
紙
を
用
い
る
こ
と
は
、
日
本
画
の
制
作
や
装
丁

の
過
程
で
、
皺
が
寄
ら
な
い
よ
う
に
和
紙
や
絹
を
貼
り
込
み
、
彩
色
や
そ
の
他
の
作
業

を
行
っ
た
後
、
貼
っ
て
い
た
和
紙
や
絹
本
を
綺
麗
に
剥
が
す
た
め
に
用
い
る
「
仮
張
り
」

（
楮
紙
を
重
ね
貼
り
し
た
上
に
柿
渋
を
塗
っ
た
耐
水
性
の
あ
る
パ
ネ
ル
状
の
も
の
）
か
ら

着
想
を
得
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
つ
ま
り
、
透
け
る
紙
（
雁
皮
紙
）
に
透
明
な
蝋
を

塗
布
し
て
ガ
ラ
ス
板
上
に
生
姜
汁
で
貼
る
こ
と
に
よ
り
、「
仮
張
り
」
の
機
能
に
加
え
て
、

画
像
を
透
か
し
て
見
な
が
ら
裏
紙
の
除
去
や
彩
色
の
作
業
が
で
き
る
状
況
を
確
保
し
た
の

で
あ
る
。
は
じ
め
に
日
本
画
を
学
び
そ
の
後
に
横
山
松
三
郎
の
も
と
で
写
真
と
油
絵
を
学

ん
だ
と
さ
れ
る
小
豆
澤
亮
一
に
と
っ
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
か
ら
精
通
し
て
い
た
技
術

の
応
用
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

最
後
に
、
紙
製
の
写
真
油
絵
制
作
を
追
体
験
し
た
こ
と
で
得
ら
れ
た
知
見
を
整
理
す
る
。

ま
ず
全
体
の
構
造
（
図
Ⅰ
）
を
概
ね
理
解
で
き
た
こ
と
は
大
き
な
成
果
と
言
っ
て
よ
い

で
あ
ろ
う
。
日
本
で
写
真
油
絵
が
考
案
さ
れ
る
以
前
に
は
、
薄
い
鶏
卵
紙
の
特
徴
を
利
用

図Ⅰ　写真油絵の製作過程
の構造（画像㉒時点の図、
点線部の間が捲り箇所）
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㉑　鳥ノ子其他ノ紙若クハ綿布等ヲ以テ裏打ヲナシ
　　墨で染めた鳥の子紙を澱粉糊で貼り付け補強する

⑰　卒リテ
　　�〔最後に背景を彩色する〕アニメーションのセル画

作製と同様の彩色手法

㉒　乾キタル後チ四縁ヲ断去テ
　　�〔画像層と隔紙の間を捲る〕乾燥後に四辺を切り取

り画像層が表になるようにめくりとる

⑱　天狗上紙ヲ
　　油彩面が湿っているうちに天狗上紙を貼る

㉓　
　　�〔画像層の上に残る隔紙を除去する〕表面に残った

雁皮紙の繊維を除去する

⑲　貼リ能ク附着セシメ
　　油彩面の凹凸に紙を馴染ませるように押しつける

㉔　製法全ク卒ル
　　完成

⑳　絵具ノ略ホ乾クニ至リ仮漆ヲ塗抹シ
　　油絵具がおおよそ乾いた後にワニスを塗る
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〇
代
鍋
島
直
正
継
室
筆
姫
の
紙
製
の
写
真
油
絵
が
所
在
す
る
。
こ
れ
は
、
生
前
に
内
田
九

一
（
一
八
七
五
年
没
）
の
写
真
館
で
撮
影
さ
れ
た
筆
姫
の
名
刺
判
写
真
を
拡
大
複
写
し

て
、
新
た
に
ひ
と
ま
わ
り
大
き
く
し
た
鶏
卵
紙
プ
リ
ン
ト
を
用
い
て
小
豆
澤
写
真
館
で
制

作
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
必
ず
し
も
被
写
体
を
直
接
撮
影
す
る
だ
け
で
な
く
、

持
ち
込
ま
れ
た
写
真
プ
リ
ン
ト
を
複
写
し
て
、
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
や
サ
イ
ズ
を
変
更
し
た
う

え
で
、
複
製
品
と
し
て
の
写
真
油
絵（

（1
（

が
制
作
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

次
に
、
紙
製
の
写
真
油
絵
の
構
造
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
表
層
と
深
層
で
組
成
の
異
な

る
和
紙
の
特
性
を
活
か
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
製
作
の
初
期
段
階
で
は
、
表
層
に
繊
維
が

細
く
て
短
い
透
明
性
の
高
い
雁
皮
紙
な
ど
を
用
い
る
こ
と
で
、
ガ
ラ
ス
面
か
ら
彩
色
の
具

合
を
確
か
め
る
こ
と
が
で
き
る
だ
け
で
な
く
、
最
終
的
に
ガ
ラ
ス
上
か
ら
画
像
層
を
剥

が
す
た
め
の
隔
た
り
と
し
て
も
機
能
さ
せ
て
い
る
。
ま

た
、
画
像
層
の
裏
を
着
色
し
た
深
層
に
は
、
繊
維
が
太

く
て
長
い
し
な
や
か
な
天
狗
上
紙
を
貼
り
付
け
て
、
先

に
指
で
摺
り
取
り
除
い
た
鶏
卵
紙
プ
リ
ン
ト
の
支
持
体

（
洋
紙
）
の
代
わ
り
を
担
わ
せ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
均

一
で
細
い
繊
維
に
よ
り
平
滑
で
あ
る
鳥
の
子
紙
は
、
裏

面
の
化
粧
と
し
て
使
わ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
黒
く
染
め

て
下
部
に
貼
り
付
け
る
こ
と
に
よ
り
、
薄
い
彩
色
の
場

合
に
は
画
像
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
を
向
上
さ
せ
る
効
果

を
持
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
和
紙
を
使
い
分
け
る
工
程

は
、
写
真
家
の
発
想
で
は
な
く
、
装
潢
（
表
具
）
師
に

よ
る
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
紙
製
の

写
真
油
絵
は
、
こ
れ
ま
で
写
真
と
油
絵
の
技
術
の
融
合

と
考
え
ら
れ
て
い
た
が
、
日
本
の
装
潢
（
表
具
）
の
知

識
と
技
術
が
加
わ
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
日

本
独
自
の
技
法
で
あ
っ
た
と
、
そ
の
位
置
づ
け
を
改
め

る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
言
い
換
え
れ
ば
、
西
洋
由
来
の
写

真
や
絵
画
が
日
本
の
文
化
に
融
合
し
て
い
く
過
程
で
ひ

し
た
彩
色
写
真
と
し
て
、
一
八
六
〇
年
頃
に
イ
タ
リ
ア
の
カ
ル
ロ･

ポ
ン
テ
ィ
ー
が
完
成

さ
せ
た
、
ア
レ
ト
ス
コ
ー
プ
（aletoscopio

）
と
そ
の
専
用
写
真
プ
レ
ー
ト
が
あ
る（

（1
（

。
こ

れ
は
薄
い
鶏
卵
紙
の
裏
側
に
、
亜
麻
製
の
布
に
固
定
し
た
水
彩
が
施
さ
れ
た
背
景
紙
を
配

置
し
て
、
透
過
光
で
見
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
あ
た
か
も
昼
夜
が
逆
転
し
た
夜
景
の
彩
色
写

真
に
見
え
る
仕
掛
け
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
日
本
の
紙
製
の
写
真
油
絵
の
構
造
は
、
こ
れ

と
は
完
全
に
異
な
り
、
鶏
卵
紙
の
画
像
層
に
直
接
油
絵
具
で
彩
色
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
こ
と
は
、
鍋
島
家
伝
来
の
一
八
八
九
年
（
明
治
二
二
）
に
小
豆
澤
写
真
館
で
制
作
さ

れ
た
、
一
一
代
鍋
島
直
大
の
紙
製
の
写
真
油
絵（

（1
（

の
顕
微
鏡
調
査
（
写
真
Ⅰ
〜
Ⅴ
）
の
結
果

と
も
一
致
し
て
い
る
。

そ
の
他
に
鍋
島
家
伝
来
写
真
に
は
、
一
八
八
六
年
（
明
治
一
九
）
に
亡
く
な
っ
た
、
一

Ⅲ

ⅡⅣ

Ⅰ

写真Ⅰは、写真Ⅴの眼部分
の顕微鏡画像、裏面からの
彩色であることが判る。
写真Ⅱは、上着の飾り模様
金糸の再現として、表面か
ら金泥で模様を書き加えて
反射光で光らせる。
写真Ⅲは、V のズボン部分、
上層から順に残存する雁皮
紙の光る細い繊維、緑の油
絵具、楮紙の太い繊維。
写真Ⅳ（偏光撮影）は、Ⅴの
下部縁の捲れ部分、彩色さ
れた画像層、黄色いワニス層
の下に黒い化粧紙が見える。
写真Ⅴは、小豆澤亮一によ
る写真油絵、被写体は鍋島
直大。

写真Ⅴ 写真Ⅰ〜Ⅴ（公益財団法人鍋島報效会所蔵）
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と
と
き
開
花
し
た
技
法
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
例
え
ば
、
幕
末
明
治
期
に
写
真
師
と
絵

師
と
装
潢
師
が
協
業
し
て
い
た
こ
と
は
、
下
岡
蓮
杖
の
写
真
館
が
一
時
錦
絵
を
売
る
店
と

同
じ
場
所
に
あ
っ
て
写
真
が
売
ら
れ
て
い
た
と
さ
れ
る
こ
と（

（1
（

、
小
豆
澤
写
真
館
で
は
彩
色

職
工
の
求
人
広
告
を
一
八
八
六
年
七
月
の
『
読
売
新
聞
』
に
出
し
て
い
た
こ
と
、
木
製
の

写
真
ケ
ー
ス
に
収
め
ら
れ
た
ガ
ラ
ス
板
の
湿
板
写
真
、
手
鑑
や
折
本
の
形
状
に
仕
立
て
ら

れ
た
鶏
卵
紙
に
よ
る
写
真
帖
な
ど
、
日
本
独
自
の
鑑
賞
や
保
存
の
た
め
の
装
丁
技
術
が
こ

の
頃
の
写
真
に
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
推
察
で
き
る
。

さ
ら
に
視
点
を
変
え
て
、
写
真
油
絵
の
構
造
か
ら
劣
化
の
原
因
を
考
え
て
み
た
い
。
紙

製
の
写
真
油
絵
に
は
、
反
り
や
画
面
の
ひ
び
割
れ
な
ど
の
劣
化
が
生
じ
て
い
る
も
の
が
多

い
。
こ
の
原
因
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
表
層
に
残
存
し
た
隔
紙
（
雁
皮
紙
）、
中
層
に
あ
る

画
像
層
、
深
層
に
あ
る
天
狗
上
紙
な
ど
、
各
層
の
性
質
の
違
い
に
よ
る
張
力
差
や
経
年
劣

化
度
の
違
い
が
原
因
と
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
技
法
再
現
時
に
制
作
し
た

試
作
の
紙
製
の
写
真
油
絵
で
は
、
表
層
に
雁
皮
紙
の
繊
維
が
多
く
残
っ
て
い
る
場
合
に
は

短
時
間
で
反
り
が
生
じ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

本
研
究
が
、
写
真
油
絵
の
修
理･

保
存
の
道
標
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
そ
し
て
今
後
、
写

真･

絵
画･

装
潢
に
よ
る
総
合
作
品
と
し
て
写
真
油
絵
が
再
興
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

註（
１
）A

kiyoshi T
ani, 

“Oil photography: A
 color-photographic technique, w

ith no 
discoloration, unique to Japan in the nineteenth century

”, C
olou

r P
h

otograph
y 

an
d

 F
ilm

: S
h

arin
g kn

ow
led

ge of an
alysis, preservation

, con
servation

, m
igration

 

of an
alogu

e an
d

 d
igital m

aterials - 2022: C
on

feren
ce P

roceed
in

gs （peer review
ed 

journal

）, 2nd edition, Gruppo del Colore A
ssociazione Italiana Colore publisher, 

pp58-63,2023.2. https://w
w

w
.rcasb.eu/index.php/RCA

SB/catalog/view
/9/12/196

（
２
）
谷
昭
佳
「
高
田
家
伝
来
横
山
松
三
郎･

松
蔵
兄
弟
の
写
真
史
料
の
概
要
│
北
方
歴
史
資
料
館

所
蔵
資
料
に
つ
い
て
」『
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
附
属
画
像
史
料
解
析
セ
ン
タ
ー
通
信
』
第
六
〇

号
、（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
附
属
画
像
史
料
解
析
セ
ン
タ
ー
、
二
五
頁
、
二
〇
一
三
年
）、
谷

昭
佳
「
制
作
途
中
の
写
真
油
絵
」『
同
』
第
九
一
号
、（
同
、
巻
頭
図
版
、
二
〇
二
一
年
）。
な

お
、
写
真
油
絵
を
含
む
「
横
山
松
三
郎
関
係
資
料
（
高
田
家
伝
来
）
八
三
点
」
は
、
二
〇
二
三

年
（
令
和
五
）
に
国
の
重
要
文
化
財
（
歴
史
資
料
）
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

（
３
）
岡
塚
章
子
「
明
治
期
の
写
真 

百
花
繚
乱
の
時
代
」『
浮
世
絵
か
ら
写
真
へ
│
視
覚
の
文
明
開

化
│
』（
青
幻
舎
、
二
〇
一
五
年
、
一
六
八
〜
一
八
二
頁
）。

（
４
）
市
立
函
館
博
物
館
に
は
、
明
治
一
五
年
十
一
月
の
年
記
が
額
裏
に
見
え
て
い
る
ガ
ラ
ス
板
製

の
「
山
下
此
吉
八
十
三
歳
之
像
」
の
写
真
油
絵
が
所
在
（
寄
託
）
す
る
。

（
５
）V

iviana Goggi, M
artina T

rento, 

“BRIT
T

LE M
EM

O
RIES. Case study of a broken 

photographic crystoleum

” , C
olou

r P
h

otograph
y an

d
 F

ilm
: S

h
arin

g kn
ow

led
ge of 

an
alysis, preservation

, con
servation

, m
igration

 of an
alogu

e an
d

 d
igital m

aterials – 

2021: C
onference P

roceedings, pp220-226,2021.DOI: https://doi.org/10.23738/RCA
SB.001 

（
６
）
特
許
情
報
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
（
独
立
行
政
法
人
工
業
所
有
権
情
報･

研
修
館
、https://

w
w

w
.j-platpat.inpit.go.jp

、
参
照
二
〇
二
三
年
五
月
二
七
日
）。

（
７
）Crystoleum

-A
IC W

iki, https://w
w

w
.conservation-w

iki.com
/w

iki/Crystoleum

、

参
照
二
〇
二
三
年
五
月
二
七
日
。

（
８
）
持
永
春
奈
「
生
姜
汁
の
特
製
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
」『
東
京
家
政
大
学
研
究
紀
要
』
第
四
三

号
（
二
）（
東
京
家
政
大
学
、
六
七
〜
七
二
頁
、
二
〇
〇
三
年
）
／
芋
川
浩･

有
馬
萌
美･

水
城

明
美
「
シ
ョ
ウ
ガ
の
殺
菌
抗
菌
効
果
と
そ
の
実
用
化
に
向
け
た
解
析
」『
福
岡
県
立
大
学
看
護
学

研
究
紀
要
』
一
六
号
（
福
岡
県
立
大
学
看
護
学
部
、
八
三
〜
九
四
頁
、
二
〇
一
九
年
）。

（
９
）
重
村
幹
夫
「
幕
末
か
ら
明
治
前
期
の
油
画
技
術
材
料
に
関
す
る
研
究
：
油
画
溶
剤
を
中

心
に
」（
筑
波
大
学
博
士
（
芸
術
学
）
学
位
論
文
、
二
〇
一
七
年
）http://hdl.handle.

net/2241/00145537

、
参
照
二
〇
二
三
年
五
月
二
七
日
。

（
10
）C
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R

L
O
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O

N
T

I u
n

 m
a

g
icia

n
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R
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N
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T
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IT
 

B
IL

D
E

R
N

, M
usee Suisse de la̓ppareil photographique, 1996.　

は
じ
め
に
カ
ル
ロ･

ポ
ン
テ
ィ
ー
が
開
発
し
た
ア
レ
ト
ス
コ
ー
プ
は
、
ほ
ど
な
く
カ
ル
ロ･

ナ
ヤ
も
同
じ
仕
様
の
製

品
を
製
造
販
売
し
た
。
そ
の
他
、
日
本
人
の
着
色
写
真
へ
の
興
味
は
、
フ
ラ
ン
ス
で
の
事
例
を

紹
介
し
た
慶
応
四
年
（
一
八
六
八
）
六
月
一
七
日
付
け
の
新
聞
『
も
し
ほ
ぐ
さ
』
に
あ
る
、
写

真
着
色
「
ま
か
げ
い
の
い
ろ
ど
り
」
の
記
事
に
も
見
え
て
い
る
。

（
11
）
一
八
八
七
年
四
月
二
〇
日
に
伊
藤
博
文
首
相
官
邸
で
催
さ
れ
た
大
仮
装
舞
踏
会
で
鍋
島
直

大
が
着
用
し
た
衣
装
「
佛
國
ノ
昔
の
人
の
姿
」、
鍋
島
報
效
会
徴
古
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
所

蔵
品
）、https://w

w
w

.nabeshim
a.or.jp/collection/indexphp?m

ode=
display_ 

item
detail&

id=182

、
参
照
二
〇
二
三
年
五
月
二
七
日
。 

（
12
）
谷
昭
佳
「
古
写
真
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
│
鍋
島
報
效
会
所
蔵
古
写
真
調
査
の
概
要
に
つ
い
て
」

『
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
附
属
画
像
史
料
解
析
セ
ン
タ
ー
通
信
』
第
三
六
号
、（
同
、
二
〜
五
頁
、

二
〇
〇
七
年
）。

（
13
）
斎
藤
多
喜
夫
『
幕
末
明
治
横
浜
写
真
館
物
語
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
四
年
。

〔
付
記
〕
本
稿
の
写
真
油
絵
の
制
作
復
元
に
あ
た
り
、
株
式
会
社
修
美
の
宇
都
宮
正
紀
氏
、
竹
上
幸
宏

氏
、
金
旻
貞
氏
、
刀
谷
公
子
氏
に
は
全
面
的
に
ご
協
力
を
頂
い
た
。
記
し
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

な
お
本
稿
は
、
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費
一
九
Ｋ
〇
〇
九
三
四
・
二
三
Ｈ
〇
〇
六
五
四
（
代
表
：
谷
昭

佳
）
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。


